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〈仮説１〉  児童にとって身近なごみ問題を取り上げながら、自分たちの住む町のごみ政策を理解できれば、

実生活に結び付けて、自分にできることを考えられるようになるだろう。 
〈仮説２〉  多くの人や様々な教材と関わり合うことで、社会的事象を多面的・多角的に捉え、学びを深める

ことができるようになるだろう。 

学   年 小４年 郡 市 名 幸   田 

提 案 者 幸田町立荻谷小学校 清水 裕司 

１ 研究主題 

人やものと関わり合い、学んだことを生活に生かそうとする児童の育成 

～４年社会「ごみ博士を目指そう」の実践を通して～ 

２ 主題設定の理由 

 本学級の児童は、好奇心旺盛で新しく学ぶことに対して前向きである。実験や運動といった体を動かすことを中

心に進んで学習に取り組み、「楽しかった」「〇〇ができてうれしかった」と感想を述べる児童が多い。 

 一方で、学習したことを自分事としてとらえられない子が多くいることを感じ、学習したことを実生活に生かし

ていけるようになってほしいと思うようになった。社会科の授業では、単元「くらしを守る」において、交番や消

防署、浄水場の見学へ行き、人々のくらしを守るために働く人たちの苦労や思いを知ることができた。自分の命は

自分で守ること、水を大切に使うことなどを学んだ。ところが、防犯ホイッスルの着用をしない子や水道の水を出

しっぱなしにする子がおり、学習したことを実生活に生かすところまで子どもたちの意識が至っていないことを感

じた。「楽しかった」「○○ができた」で終わらせるのではなく、学習したことを自分の実生活に生かしていくこと

ができれば、やがてそれが様々な場面での社会参画につながってくるのではないかと考える。 

そこで児童にとって身近であるごみ問題についての単元を組むことにした。学習を通して、多くの人や資料と関

わり合うことで、学んだことを自分事としてとらえ、それを生活に生かそうとする児童になってほしいと願い、本

研究に取り組むこととした。 

３ 研究の仮説と手立て 

（１）研究の仮説 

 主題に迫るために、次のような仮説を立てた。 

（２）研究の手立て 

〈仮説１を検証するために〉 

手立て① 様々な資料をもとにした一人調べで、ごみの実態を感じられるようにする。 

 授業の進度に合わせて、「ごみ調べ」やごみステーションの見学を行うことにより、身の回りのごみに意識を向け

させる。幸田町のごみの分別表や市町村別のごみの量の一覧表などの資料を教室に掲示したり、配付したりするこ

とで、児童の考えを深める。自分の一人調べに、資料から得られる情報をすり合わせていくことで、自分事として

とらえる力をつけていくことができると考える。ごみが自分たちの生活に大きく関わっていることに実感させるこ

とで、ごみを減らすために自分にできることを考えることにつながるだろう。 

〈仮説２を検証するために〉 

手立て② より多くの「生」の声、実物と関わり合う機会を確保する。 

 クリーンセンターへの見学、外部講師を招いての環境学習、役場への聞き取り調査など、様々な人や物と関わり

合う機会をつくる。児童が現場の「生」の声や実物にふれることで、自分の考えを深め、新たな視点をもつことに

つながるだろう。また、そこから、自分たちの町のごみ政策へ目を向ける。愛知県内でごみの少なさが１位という

実績や独自の価格設定をするごみ袋などを取り上げることにより、追究意欲を高めることができるだろう。 

手立て③ 根拠を明確にした意見交流の場を作る。 

 見学で学んだことや一人調べしたことを共有する場を設定することにより、多様な考えにふれながら、自分の意

見を深める。意見交流にあたっては、自分がなぜそう考えるのかという根拠を明確にすることで、深まりのある意

見交流を目指したい。 

（３）抽出児 

仮説を検証するために、Ａ児の姿と学級の様子をワークシートや授業記録をもとに明らかにする。 

 

 

 

 

個の学びを実生活と結びつける力が弱い。本単元を通して、様々な資料や人と関わり合う中で、自分にでき

ることを考え、それを実際に行動に移せるようになってほしい。また、自分の考えを行動に移すことの大切さ

にも気付かせ、社会参画の第一歩につなげたい。授業では、自分の考えをもって発言することができるＡ児の

発言や記述を取り上げ、全体の学習に深まりをもたせたい。 
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（４）単元構想 

 本実践の単元構想図については以下に示したとおりである。（添付予定） 
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４ 授業の実践と考察 

第１～２時 ごみ調べから児童のごみに対する関心を高める（手立て①・③） 

単元を始めるにあたり、「ごみ調べ」を行った。まず、

自分の家のごみ出しの日・自分の家のごみを出すごみ

ステーションの場所を知っているかを確認したとこ

ろ、ほとんどの児童が把握していることが分かった。

ただ、実際にごみ出しに行ったことがあるかを尋ねる

と、Ａ児も含め、半数以上は「ない」と答えていた。

また、自分で分別ができるか、分別する際にどんなこ

とに気をつけているかということについてＡ児は、分

別は「できる」が、気をつけていることは「特にない」

と答えた。このことから、Ａ児には、ごみ出しやごみ

の分別に対する知識はあっても、関心はないというこ

とを感じた。 

家庭でのごみ調べでは、子どもたちが思っているよ

く出るごみ７種類（燃やすごみ、プラスチック、ミッ

クスペーパー、不燃ごみ、ペットボトル、アルミ缶、

びん）が１週間でどれくらい出るのかを調査すること

にした。１週間後に調査結果を発表し、気付いたことを出し合った。発表をしていくと、ごみの中

にも、よく出るごみとあまり出ないごみがあることが分かってきた。Ａ児の「ごみ調べ」でも、同様の結

果が得られた【資料①】。各家庭でそれぞれではあるが、大体の傾向として、「毎日出るごみ」（燃やすごみ、

プラスチック、ミックスペーパー）と「たまに出るごみ」（ペットボトル、アルミ缶など）に分けられるこ

とがわかった。 

第３～６時 ごみへの関心をより高めるための環境学習（総合的な学習）（手立て②） 

ごみ調べを通して、自分の家で出

るごみの実態をつかんだ後、ごみを

減らしていかないといけないとい

う切実感をもたせるために、外部講

師を招いて環境学習を行った。子ど

もたちは環境学習を通して、ごみを

出せば、それを処理するために燃や

さないといけない、燃やすことによっ

て二酸化炭素が放出され、それが地球温暖化につながるという、環境問題の大枠をつかむことができた。

また、ごみを捨てると、他の生き物が食べ物と勘違いして、ごみを食べて死んでしまうということや体を

傷つけてしまうということを知ることができた。環境保全に向けて、実際に活動をしている外部講師の「生」

の声を聞くこと、実際に現場で撮った「本物」の写真を見ることで、ごみ問題に対する追究意欲を高める

ことにつながった。また、講座の最後に「こんなときどうする？」という実生活でよくある場面を想定し

たクイズに取り組み、誰も見ていないときはテレビを消すことや、買い物に行くときはマイバックを持参

することなど、環境問題とごみ問題、両方への視点をもつことができた。Ａ児は、環境学習のふり返り【資

料②】に「電気を使わないときはけす」のように、生き物を守るために、自分の生活を見つめてできるこ

とを考えることができた。同時に、「できることはしたい」とも書いていたが、ごみを減らしていくために

自分がやっていきたいことについては、まだ具体的なイメージが湧いていない部分もある様子だった。 

第７～８時 ごみステーションへの見学（手立て②） 

ごみ調べと環境学習を通して、子どもたちは燃やされるごみとリサイクルされたり、再利用されたりするごみが

あるということを知った。自分の家から出されたごみがどのように処理されるのかについての関心が高まってきた

ところで、ごみステーションへ見学に行くことにした。 

【資料①】Ａ児のごみ調べ 


